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産総研に設置の小型電子加速器駆動中性子解析施設（AISTANS）を用いて進めている摩擦攪拌点接合（FSSW）

試料の非破壊分析の最新状況を報告する。この FSSW 試料は先行して J-PARC の RADEN ビームラインにて

計測してあり、このデータと比較しながら AISTANSの現状の非破壊分析能力を議論する。 
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1. 緒言 

産総研小型中性子解析施設 AISNANS は、ブラッグエッジイメージングに最適化した電子加速器駆動の施

設である [1,2,3]。自動車などの輸送機器の構造材料軽量化に貢献する非破壊分析を行うことを目的としてい

る。近年の軽量化手法の一つにマルチマテリアル化があり、その接合方法の研究開発が盛んに行われている。

有力な接合方法の一つが摩擦攪拌点接合（FSSW）であり、我々はアルミニウムやマグネシウム等を母材とし

た FSSW試料において、中性子を用いた非破壊分析を行っている。 

2. AISTANSでの試料計測 

AISTANSでは、中性子飛行距離 8mの位置に試料、その直下流に 2次元中性子検出器を配置してブラッグ

エッジイメージングを行っている。例えばアルミニウム同士の FSSW試料では、全中性子波長を積分した透

過率イメージにおいて試料の形状を明瞭に確認できた。更にブラッグエッジスペクトルでは、母材と FSSW

熱影響部付近では 200反射が強いこと、FSSW中心部では、111反射が強いことが観測された。これらの結果

は、J-PARC・RADEN ビームラインで同じ試料を先行測定して得たデータの解析結果とよく整合している。

このことから、小型中性子解析施設である AISTANSは、他金属と比べ中性子透過率の高いアルミニウムであ

っても、接合試料の非破壊分析能力を有する事がわかった。 

3. まとめ 

現在 AISTANS において、各種接合試料の計測を継続中である。本発表では、上で紹介した FSSW 試料の

結果も含め接合試料の分析結果を紹介しながら、AISTANSのブラッグエッジを活用した非破壊分析能力につ

いて議論する。 
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